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「
お
み
く
じ
」
の
起
源
と
諸
相
　
追
考

太

田

正

弘

は

じ

め

に

　

私
は
今
ま
で
「
お
み
く
じ
」
に
つ
い
て
、
い
く
ら
か
書
い
て
き
た（

（
（

が
、
そ
れ
ら
は
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究（

（
（

』
を
見
ず
に
書
い
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
度
、
該
書
を
入
手
し
た
の
で
、
前
稿（

（
（

に
洩
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
思
ひ
つ
い
た
こ
と
ど
も
を
記
し
た
い
と
思
ふ
。

日
本
の
「
観
音
籤
」
は
大
陸
伝
来

　

江
戸
時
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
番
多
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
「
お
み
く
じ
」
は
「
元が
ん

三さ
ん

大
師
籤
」
で
あ
る
が
、
そ
の
元
と
な
る

五
言
四
句
の
籤
詩
は
、「
観
音
籤
」
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
「
観
音
籤
」
に
つ
い
て
、
私
は
前
稿（

（
（

で
、
南
宋
代
の
『
釈
門
正
統
』
に
あ

る
「
百
籤
は
震
旦
の
天
竺
寺
」（
原
漢
文
）を
引
き
、
そ
の
天
竺
寺
は
浙
江
省
の
現
杭
州
市
西
郊
に
所
在
す
る
上
天
竺
寺（
法
喜
寺
）の
こ
と
で
、

宋
代
の
治
平
二
年
（
平
安
中
期
）、
時
の
皇
帝
英
宗
よ
り
「
天
竺
霊
感
観
音
院
」
の
額
を
賜
は
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
我
国
の
応
永
年
間
の
「
お

み
く
じ
函
」
に
見
え
る
「
天
竺
霊
感
観
音
籤
」、
江
戸
時
代
の
版
本
に
「
観
音
籤
」
と
あ
る
の
は
、
上
天
竺
寺
の
そ
れ
で
あ
ら
う
、
と
述

べ
た
が
、
上
天
竺
寺
の
「
観
音
籤
」
と
我
国
の
「
観
音
籤
」
が
同
じ
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
前
稿
を
書
い
た
。
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
中
国
古
代
版
画
叢
刊
」
一（

5
（

に
、

「
天
竺
霊
籤
」（
図
1
）が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
り
、
こ

れ
を
見
て
み
る
と
、「
お
み
く
じ
札
」
で
は
な
く
、
前
後
缺

の
「
お
み
く
じ
本
」
の
影
印
版
で
あ
つ
た
。
全
百
籤
の
う
ち
、

第
五
～
九
十
二
が
存
、
う
ち
第
五
～
十
二
は
下
部
缺
、
第
十

三
～
九
十
は
大
旨
完
形
で
あ
る
。
そ
し
て
、
肝
心
な
こ
と
は
、

こ
の
五
言
四
句
の
籤
詩
が
我
国
の
「
観
音
籤
」
の
五
言
四
句

と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
「
天
竺
霊
籤
」
が
刊
行
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
、
右

「
叢
刊
」
の
内
扉
の
裏
に
、「
宋
嘉
定
間
刊
本
」
と
あ
る
が
、

「
跋
」（
解
説
）を
見
る
と
、

（
前
略
）
照
其
型
式
看
来,
是
要
比
洪
武
本
早
得
多,
可

能
是
出
於
福
建
刻
本
或
杭
州
刻
本
,
其
時
代
,
当
是

南
宋
的
晩
期
◦（
約
一
二
五
〇
年
前
後
）這
本
宋
板
的
「
天

竺
霊
籤
」
的
挿
図,
要
比
那
部
洪
式
本
高
明
得
多
了
◦

（
後
略
）

と
あ
る
。
字
面
に
よ
る
理
解
で
あ
る
が
、
明
洪
武
帝
代
（
我

が
南
北
朝
後
半
期
）
の
洪
武
本
「
天
竺
霊
籤
」
よ
り
、
こ
の

「
宋
嘉
定
間
刊
本
」
の
方
が
古
く
、
南
宋
晩
期
の
福
建
か
杭

　図 1 　「中国古代版画叢刊」一所収の「天竺霊籤」第五十五と第五十六の丁
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州
の
版
本
で
あ
ら
う
と
云
ふ
が
、
内
扉
裏
の
「
嘉
定（
年
）間
」
は
、
八
百
年
前
後
以
前
の
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
解
説
に
あ
る
「
約
一

二
五
〇
年
前
後
」
は
、
約
七
百
七
十
年
前
で
、
約
三
十
年
の
年
代
差
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
れ
は
前
後
缺
本
で
あ
る
か
ら
、
外
題
・
内
題
共
に
不
詳
で
あ
る
が
、
図
1
に
見
る
如
く
、
各
々
の
初
め
に
「
天

竺
霊
籤
第
○
○
」
と
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
書
名
を
「
天
竺
霊
籤
」
と
す
る
の
は
大
過
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
と
云
つ
て
正
し
い
書

名
か
、
ど
う
か
は
不
詳
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

そ
の
内
容
は
、
図
1
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
先
づ
最
初
に
、「
天
竺
霊
籤
」
と
番
号
が
あ
り
、
こ
れ
は
我
国
の
「
お
み
く
じ
本
」

と
同
じ
で
あ
る
が
、
吉
凶
が
な
い
。
吉
凶
が
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
、
宋
代
に
は
ま
だ
吉
凶
が
な
か
つ
た
、
と
云
ふ
こ
と
か
（
次
項
の
「
観
音

霊
籤
」
に
は
「
上
上
」
と
あ
る
）。
そ
し
て
絵
が
あ
り
、
そ
の
下
に
五
言
四
句
の
籤
詩
が
あ
つ
て
、
そ
の
左
に
「
解
」（「
解
曰
」）
が
あ
り
、
上

部
欄
外
に
、
五
十
五
番
で
云
へ
ば
次
の
如
き
簡
略
な
運
勢
が
あ
る（

（
（

。

求
官
吉
、
求
財
逐
、
孕
生
男
、
婚
生
蚕（

（
（

、
熟
病
安
、
移
徙
利
、
出
往
吉
、
公
事
吉
、
待
人
至
、
失
物
在
、
謀
事
成

　

右
の
構
成
・
内
容
は
、
絵
の
あ
る
こ
と
を
含
め
、
我
国
、
江
戸
時
代
の
「
お
み
く
じ
本
」
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
我
国
の
も
の
は
、

こ
の
や
う
な
大
陸
の
も
の
を
真
似
て
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

「
お
み
く
じ
札
」
も
大
陸
発
祥

　
「
お
み
く
じ
札
」
が
、
い
つ
か
ら
始
ま
つ
た
か
に
つ
い
て
、
前
稿（

（
（

八
六
頁
下
段
に
記
し
、
唐
本
の
中
に
あ
つ
た
「
福
主
霊
籤
」
を
示
し

て
（
八
八
頁
）、
こ
の
や
う
な
も
の
を
参
考
に
し
て
日
本
で
も
一
枚
物
の
「
お
み
く
じ
札
」
が
出
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
か
、
と
記
し
た
。

し
か
し
、
我
国
に
於
け
る
発
祥
時
期
は
未
だ
解
明
さ
れ
な
い
が
、
浅
田
澱
橋
氏
執
筆
の
「
観
音
百
籤
考（

（
（

」
に
、
上
天
竺
寺
で
出
し
て
ゐ
た

「
観
音
霊
籤
第
一
籤
」（
お
み
く
じ
札
の
一
番
）が
図
版
で
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る（
図
2
）。
そ
こ
に
あ
る
五
言
四
句
の
籤
詩
は
、
前
項
の
「
天
竺
霊
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籤
」
に
は
缺
く
の
で
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、

我
国
の
も
の
と
は
同
じ
で
あ
る
。

　

但
、
図
2
の
霊
籤
は
、「
観
音
百
籤
考
」

（
昭
和
十
一
年
刊
）
が
執
筆
さ
れ
た
頃
に
出
さ

れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。「
観
音
籤
」

の
籤
詩
が
彼
此
同
じ
で
あ
る
と
分
る
と
、
次

　図 2　「観音百籤考」所載
　  　 その説明は、「支那浙
江省杭州市上天竺法喜
寺所出観音百籤第一番」
とある。

に
疑
問
と
な
る
こ
と
は
、
霊
籤
（
お
み
く
じ
札
）
の
成
立
は
、
い
つ
で
あ
ら
う
か
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
央

下
方
に
あ
る
「
朱
太
祖
」
が
一
つ
の
手
掛
り
と
な
る
。
朱
太
祖
は
明
の
初
代
皇
帝
朱
元
璋
の
こ
と
で
あ
ら
う
か
ら
、
こ
の
霊
籤
は
明
代
以

降
の
も
の（
形
式
）と
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
霊
籤
の
内
容
は
、
前
項
、
宋
版
「
天
竺
霊
籤
」（
お
み
く
じ
本
）、
江
戸
期
の
「
お
み
く
じ
本
」、「
お
み
く
じ
札
」
の
内
容

と
基
本
的
に
同
じ
構
成
で
あ
る
。
五
言
四
句
の
籤
詩
の
他
に
、
注
解
や
占
験
・
聖
意（
運
勢
）
が
加
は
る
の
は
、
彼
地
を
真
似
て
我
国
で
も

行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
と
に
か
く
、
今
の
所
、
江
戸
前
期
以
前
の
資
料
が
、
室
町
中
期
、
応
永
の
「
お
み
く
じ
函（

（（
（

」
し

か
な
い
の
で
、
そ
の
流
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

図
2
に
示
し
た
上
天
竺
寺
の
霊
籤
は
、
初
め
に
番
号
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
上
上
」（
大
吉
）の
吉
凶
が
あ
り
、
そ
の
次
に
五
言
四
句
の

籤
詩
、
そ
の
次
に
「
註
」「
解
」、
そ
し
て
、
占
検
と
か
聖
意
と
か
呼
ば
れ
る
運
勢
が
あ
る
こ
と
、
前
項
の
「
天
竺
霊
籤
」（
吉
凶
は
な
い
）、

そ
し
て
我
国
の
も
の
と
構
成
は
同
様
で
あ
る
。

　

尚
、
朱
太
祖
と
あ
る
の
は
、「
明
・
清
代
の
人
物
の
、
科
挙
の
科
第
・
昇
官
の
占
や
商
賈
の
占
や
病
の
占
な
ど
に
つ
い
て
（
中
略
）、
の

せ
て
あ
る
」（『
中
国
の
霊
籤
・
薬
籤
集
』
所
収
、
酒
井
忠
夫
「
中
国
の
籤
と
薬
籤
」）
も
の
に
当
る
。
即
ち
、
籤
詩
に
合
つ
た
人
の
故
事
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
、
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家
宅
占
穴　

住
基
平
安　

交
易
片
成　

婚
姻
難
成　

官
事
宜
利　
（
下
略
）

と
我
国
の
「
此
み
く
じ
に
あ
た
る
人
は
」「
判
じ
て
い
は
く
」
に
当
る
運
勢
が
あ
る
。
但
、
記
述
は
右
の
如
く
簡
略
で
あ
る
。

　

こ
の
霊
籤
の
内
容
と
、
前
項
の
「
天
竺
霊
籤
」
の
内
容
を
比
較
出
来
る
と
い
い
が
、
こ
の
「
観
音
霊
籤
」
は
一
番
の
み
で
あ
り
、「
天

竺
霊
籤
」
は
一
番
を
缺
く
の
で
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

な
ぜ
「
元
三
大
師
籤
」
と
云
ふ
か

　
「
観
音
籤
」
が
我
国
に
於
い
て
、
な
ぜ
「
元
三
大
師
籤
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
。
前
稿（
（（
（

で
勿
論
、
触
れ
た
が
、
結
局
、
不
明
の
ま
ま
で
あ

つ
た
。
或
い
は
五
言
四
句
の
籤
詩
を
和
解
し
た
の
が
元
三
大
師
か
、
と
も
思
つ
た
が
、
さ
う
で
も
な
さ
さ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
大
野
出
氏
の
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
』
に
期
待
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、

一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
お
み
く
じ
が
、
元
三
大
師
と
結
び
付
け
ら
れ
、
元
三
大
師
御
籤
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。（
一
三
頁
）

と
至
つ
て
簡
単
で
あ
る
。
な
ぜ
か
く
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
か
の
言
及
は
全
く
な
い
が
、「
仏
教
民
俗
大
系
」
第
八
巻
所
収
、
宇
津

純
氏
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
を
挙
げ
、「
日
本
の
霊
籤
に
元
三
大
師
の
名
が
冠
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
」（
二

四
頁
）
と
あ
る
の
で
、
同
書
を
見
て
み
る
と
、「
観
音
籤
が
元
三
大
師
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
時
期
も
、
は
つ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
」（
二
一

三
頁
）
と
あ
つ
て
、
宇
津
氏
が
「
経
緯
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
」
と
は
思
へ
な
い
。「
観
音
籤
」
を
な
ぜ
「
元
三
大
師
籤
」
と
云
ふ
の
か

に
つ
い
て
は
、
残
念
乍
ら
、
依
然
、
不
詳
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
江
守
録
輔
氏
の
『
周
易

対
照
観
音
籤
新
釈（
（（
（

』
に
、

元
三
大
師
の
御
籤
と
い
ふ
も
の（

マ

あマ
）
る
が
、
こ
れ
は
大
師
の
作
で
は
な
い
、
（
マ
マ
）
支
那
で
は
観
く
わ
ん

音の
ん

籤せ
ん

と
い
つ
て
観
音
菩
薩
の
化け

身し
ん

が
作
つ

た
偈げ

頌し
や
うで
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。（
中
略
）

師（
元
三
大
師
）
在
世
の
砌
み
ぎ
り

此
の
御
籤
を
取
つ
て
普
く
諸
人
に
吉
凶
を
示
さ
る
、
こ
れ
よ
り
諸
人
元
三
大
師
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

法は
ふ

作さ

の
如
く
に
思
へ
る
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
総
説



「おみくじ」の起源と諸相　追考（太田）63

四
頁
、
傍
点
マ
マ
）。

と
あ
る
の
が
完
全
で
は
な
い
が
、
多
少
共
、
納
得
で
き
る
記
述

で
あ
る
。「

お
み
く
じ
本
」
の
い
ろ
〳
〵

　

前
稿（
（（
（

に
於
い
て
、「
お
み
く
じ
本
」
の
種
々
を
類
別
し
て
紹

介
し
た
が
、
そ
の
後
、
見
出
し
た
「
お
み
く
じ
本
」
の
特
殊
な

例
を
挙
げ
る
。

　図 3 　『元三大師御鬮吉凶判断』の第
一・第二

　
籤
詩
の
な
い
「
お
み
く
じ
本
」

『
元
三
大
師
御
鬮
吉
凶
判
断
』
中
本　

一
冊　
（
図
3
）

（
刊
記
）正
徳
三
癸

巳
七
月
吉
辰　

西
駒
込
浅
賀
町村
伝
兵
衛
新
刊

　

こ
れ
は
、「
元
三
大
師
御
鬮
」
と
標
し
乍
ら
、
五
言
四
句
の
籤
詩
が
な
く
、
そ
の
和
解
も
な
い
。
こ
こ
が
第
一
の
特
異
な
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
お
み
く
じ
本
」
に
は
大
体
あ
る
絵
も
な
い
簡
略
な
内
容
で
あ
る
。

　
「
此
ミ
く
じ
に
あ
ふ
人
ハ
て
ん
と
う
を
し
ん
し
て
よ
し
。
日
ま
ち
・
月
ま
ち
・
か
う
し
ん
な
ど
ま
つ
る
べ
し
」
に
始
ま
る
運
勢
は
、
諸

書
、
同
じ
で
は
な
い
が
、
諸
書
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

考
へ
て
み
れ
ば
、
五
言
四
句
の
籤
詩
や
、
そ
の
和
訳
を
見
て
も
一
般
人
に
は
何
の
こ
と
か
分
ら
な
い
で
あ
ら
う
し
、
絵
も
売
ら
ん
が
た

め
の
添
物
で
あ
ら
う
か
ら
、
庶
民
に
と
つ
て
第
一
に
知
り
た
い
の
は
吉
凶
、
そ
し
て
、「
▲
や
ま
ひ
事
…
…
」「
▲
よ
ろ
こ
び
事
…
…
」「
▲
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ま
ち
人
…
…
」
等
の
運
勢
で
あ
ら
う
か
ら
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
そ
れ

で
よ
く
、
こ
の
様
な
簡
略
な
本
、
即
ち
安
価
な
も
の
で
十
分
で
あ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　「
お
み
く
じ
札
」
を
刷
つ
た
本

　
前
稿（

（（
（

に
、「
お
み
く
じ
本
」
の
一
番
を
一
枚
摺
に
す
れ
ば
「
お

み
く
じ
札
」
に
な
る
、
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
様
式
の
こ
と
で
あ

つ
て
、「
お
み
く
じ
本
」
の
一
部
分
を
摺
つ
て
、「
お
み
く
じ
札
」

に
し
た
譯
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
逆
で
、「
お
み
く
じ
札
」

の
一
番
～
百
番
を
摺
つ
て
一
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、

本
の
体
裁
を
取
つ
て
ゐ
る
が
、
一
般
の
「
お
み
く
じ
本
」
に
あ
る

他
の
こ
と
、
刊
記
な
ど
も
一
切
な
く
、
本
と
し
て
流
通
し
た
も
の

で
は
な
い
で
あ
ら
う（
図
4
）。

　

紙
縒
綴
、
半
紙
本
一
冊
、
表
紙
に
「
御
鬮
本
美
濃
国

谷
汲
山
」
の
手
書
題

簽
が
あ
り
、
初
丁（
遊
紙
）
上
部
に
蓮
臺
に
キ
リ
ク（
梵
字
）
の
朱
印

を
捺
し
、左
下
に
「
榮（

？
（嚴
／
敎
寺
」
の
朱
印
を
捺
す（「
榮
」
の＂
木
＂

に
当
る
部
分
が＂
キ
＂、
こ
れ
が
「
華
」
な
ら
ば
「
華
嚴
教
寺
」
と
な
り
い

い
が
、「
華
」
に
は
な
ら
な
い
と
思
ふ
）。

　

以
下
、
半
丁
に
一
番
の
「
お
み
く
じ
札
」
を
百
番
ま
で
五
十
丁

　図 4 　「おみくじ札」を刷つた本の第五十・五十一
　　　左下方に施版者名がある。
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に
摺
つ
て
ゐ
る
。
半
紙
半
折
に
一
枚
の
「
お
み
く
じ
札
」
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
「
お
み
く
じ
札
」
よ
り
か
な
り
大
き
い
が
、
図
4
に
見

る
如
く
、
絵
も
籤
詩
の
和
解
も
な
く
、
番
号
と
吉
凶
、
五
言
四
句
の
籤
詩
と
運
勢
の
み
で
あ
る
。

　

谷
汲
山
は
美
濃
国
揖
斐
郡
谷
汲
村（
現
岐
阜
県
揖
斐
川
町
内
）に
所
在
す
る
、
延
暦
十
七
年
創
建
の
古
刹
、
天
台
宗
華
厳
寺
の
こ
と
で
あ
る
。

又
、
西
国
三
十
三
所
の
三
十
三
番
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　

尚
、
図
4
に
示
し
た
も
の
の
左
下
に
全
て
で
は
な
い
が
施
版
者
名
が
あ
る
。
そ
れ
の
あ
る
分
の
施
版
者
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
十
五
番
～
五
十
二
番	

上
有
知　

栄
清
組

五
十
七
番
～
六
十
番	

　

同　

右

六
十
五
番
～
八
十
八
番	
　

同　

右

八
十
九
番	
大
垣
伝
馬
丁 　

今
井
田　

午
年
男

九
十
番	

大
ガ
キ
伝
馬
丁　

今
井
田	

子
年
女

九
十
一
番	

大
垣
伝
馬
丁　

今
井
田　

戌
年
男

九
十
二
番	

大
ガ
キ
伝
馬
丁　

今
井
田	

亥
年
女

　

右
の
如
く
で
、
百
番
の
う
ち
四
十
番
に
あ
る
。
私
は
今
ま
で
江
戸
期
の
「
お
み
く
じ
札
」
を
い
く
ら
か
見
て
き
た
が
、
こ
の
や
う
に
施

版
者
名
の
あ
る
も
の
は
珍
し
い
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
も
、
こ
れ
が
「
お
み
く
じ
本
」
で
は
な
く
、「
お
み
く
じ
札
」
を
纏
め
て
刷
つ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

施
版
者
と
し
て
見
え
る
、「
上こ

う

有ず

知ち

」
は
武
儀
郡（
現
美
濃
市
）に
あ
り
、
谷
汲
山
の
東
方
約
八
里
の
地
、
大
垣（
現
大
垣
市
）は
南
方
二
里

程
の
地（
共
に
直
線
距
離
）で
あ
る
。

　
折
本
の
「
お
み
く
じ
本
」
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大
野
出
氏
の
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
』
に
、

こ
の
御
籤
本
は
折
本
状
で
、
こ
の
折
本
と
同
じ
大
き
さ
の
御
籤
箱
と
一
組
に
な
つ
て
専
用
の
袋
に
入
つ
て
い
る
。
折
本
と
御
籤
箱
を

合
わ
せ
て
も
煙
草
一
箱
よ
り
も
小
さ
い
。
こ
れ
な
ら
ば
本
当
に
携
帯
で
き
る
。

こ
の
小
さ
な
御
籤
箱
の
中
に
は
、
短
冊
状
の
御
籤
竹
（
た
だ
し
素
材
は
竹
で
は
な
く
象
牙
で
あ
る
）
が
入
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
楊

子
ほ
ど
の
小
さ
な
象
牙
の
御
籤
竹
一
本
一
本
に
番
号
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。（
中
略
）

こ
う
し
た
御
籤
箱
と
一
組
に
な
つ
た
御
籤
本
で
著
者
が
確
認
し
て
い
る
も
の
は
、
幕
末
の
嘉
永
三
年
の
刊
記
を
持
つ
も
の
（
著
者
蔵
）

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
携
帯
用
の
御
籤
本
は
、
明
治
以
降
も
売
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。（
一
九
、
二
〇
頁
）

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

私
は
、
今
ま
で
か
な
り
の
「
お
み
く
じ
本
」
を
見
て
き
た
が
、
折
本
の
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
只
、
残
念
な
の
は
「
御
籤
本
」
と

云
ふ
だ
け
で
書
名
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
題
簽
を
缺
き
、
内
題
も
な
い
本
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　
「
大
雑
書
」
所
収
の
「
お
み
く
じ
本
」

　「
大お

ほ

雑ざ
つ

書し
よ

」
と
は
、
百
科
全
書
と
も
云
ふ
べ
き
、
諸
事
全
般
の
こ
と
を
収
録
し
た
本
で
あ
る
か
ら
段
々
と
厚
く
な
り
、
江
戸
後
期
の
も

の
は
、
本
の
厚
さ
が
数
糎
も
あ
る
程
で
あ
る
。

　

そ
の
中
の
一
つ
、『
天
保

新
撰
永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
に
「
お
み
く
じ
本
」
が
丸
ご
と
収
録
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ（
（（
（

。
又
、
宇
津
純
氏
は
、

「
大
雑
書
」
と
か
「
三
世
相
」
と
か
称
せ
ら
れ
る
一
種
の
家
庭
百
科
の
よ
う
な
書
物
が
普
及
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
だ
ん
だ
ん
と

内
容
を
豊
富
に
し
な
が
ら
明
治
以
後
ま
で
も
続
く
が
、
天
保
以
降
の
も
の
に
は
、
巻
末
に
『
元
三
大
師
御
鬮
鈔
』
な
ど
を
そ
つ
く
り

合
刻
し
た
も
の
も
現
わ
れ
る
。
こ
の
系
統
の
も
の
が
、
お
そ
ら
く
「
大
雑
書
」
の
発
展
の
最
終
的
な
形
で
あ
ろ
う
。
こ
の
形
の
も
の

は
、
今
日
で
も
『
天
保

新
撰
永
代
大
雑
書
万
暦
大
成
』
と
、
当
時
の
名
を
そ
の
ま
ま
に
活
字
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
り
、「
元
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三
大
師
御
鬮
」
は
こ
う
し
た
形
で
も
広
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
述
べ
て
ゐ
る（

（（
（

。

　

右
に
は
、「
今
日
で
も
…
…
当
時
の
名
を
そ
の
ま
ま
に
活
字
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
明
治
廿
七
年
に
、
博
文
館
か
ら
刊

行
さ
れ
た
『
伝
家
宝
典
明
治
節
用
大
全
』
は
、
木
版
本
の
文
字
よ
り
小
さ
な
活
字
本
で
一
二
〇
〇
頁
あ
る
大
冊
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
情
報
量
（
文

字
数
）
は
木
版
刷
の
「
大
雑
書
」
の
何
倍
で
あ
ら
う
。
こ
の
こ
と
を
巻
頭
の
「
例
言
」
に
は
、「
記
事
の
豊
富
な
る
、
彼
れ
に
勝
る
こ
と
数

倍
な
る
」
と
記
し
て
ゐ
る
が
、「
お
み
く
じ
本
」
は
収
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
占
ひ
に
関
す
る
人
相
・
家
相
な
ど
の
記
述
も
一

切
な
い（
但
、
卜
・
禁
厭
・
辻
占
の
語
の
説
明
は
あ
る
）。
こ
れ
は
所
謂
、
文
明
開
化
の
影
響
で
あ
ら
う
。

『
占
事
略
決
』
に
見
え
る
占
法

　

上
天
竺
寺
の
「
観
音
籤
」
と
日
本
の
「
観
音
籤
」
が
同
じ
と
云
つ
て
も
、
そ
れ
は
五
言
四
句
の
籤
詩
の
こ
と
で
あ
る
。
今
日
に
至
つ
て

は（
或
い
は
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
つ
て
も
）、
一
般
の
人
に
と
つ
て
、
籤
詩
は
ど
う
で
も
よ
く
、
運
勢
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
あ
ら
う
。

　
「
元
三
大
師
」
系
の
「
お
み
く
じ
本
」
で
現
在
の
所
、
一
番
古
い
『
元
三
大
師
鬮
之
記（

（（
（

』
に
は
五
言
四
句
の
籤
詩
と
、
そ
れ
を
訓
下
し

た
傍
訓
と
、
そ
の
簡
略
な
説
明
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
見
て
も
中
々
、
今
日
の
や
う
な
「
お
み
く
じ
」
と
し
て
の
役
に

は
立
た
な
い
で
あ
ら
う
。

　

そ
の
次
に
古
い
『
観
音
百
籤
占
決
諺
解（

（（
（

』
も
、
五
言
四
句
の
籤
詩
と
、
そ
の
訓
下
し
文
が
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
説
明
が
稍
々
詳

し
く
な
る
。
し
か
し
、
今
日
の
「
お
み
く
じ
」
の
感
覚
で
云
へ
ば
、
こ
の
説
明
だ
け
で
は
理
解
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
所
が
そ
の
説
明
の

次
に
、「
占
決
諺
解
」
と
云
ふ
通
り
、
長
々
と
そ
の
解
釈
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

ま
づ
始
め
に
、「
此
み
ぐ
し（

（（
（

に
あ
ひ
た
る
人
は
、
天
道
を
信
じ
て
吉
、
日
待
・
月
待
・
庚
申
な
ど
を
待
つ
べ
し
、」
と
あ
つ
て
、
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武
士
か
奉
公
人
、
出
家
、
女
人
、
人
の
子
、
人
の
弟
子
、
町
人
・
商
人
、
能
・
申
楽
の
遊
人
、
耕
作
人
、
人
の
家
の
子
・
店
借
・
出

居
衆

の
身
分
別
に
、
そ
の
運
勢
が
記
さ
れ
、
更
に
今
日
の
「
お
み
く
じ
」
に
見
ら
れ
る
、

病
事
・
喜
び
事
・
待
人
・
訴
訟
・
失
せ
物
・
買
物
・
屋
作
り
・
移わ

た

徙ま
し

・
争
ひ
事
・
生
死
の
事
・
旅
立
ち

ご
と
に
、
そ
の
運
勢
を
記
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
の
運
勢
は
五
言
四
句
の
籤
詩
か
ら
、
ど
う
し
て
導
き
出
せ
る
の
で
あ
ら
う
か
。「
歌

占
本
」
の
『
安
倍
晴
明
歌
占（

（（
（

』
と
『
天
満
宮
歌
占（
（（
（

』
の
関
係
に
於
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。「
歌
占
」
の
和
歌
か
ら
、
そ
の
次
に
あ
る
運
勢

が
ど
う
し
て
導
き
出
せ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　

さ
て
、
安
倍
晴
明
の
著
作
と
さ
れ
、
現
存
最
古（
鎌
倉
初
期
カ
）の
陰
陽
道
の
書
物
に
、『
占
事
略
決（
（（
（

』
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
同
書
に
は
、

占
病
祟
法
・
占
病
死
生
法
・
占
産
期
法
・
占
産
生
男
女
法
・
占
待
人
法
・
占
盗
失
物
得
否
法
な
ど
を
説
い
て
ゐ
る
が
、「
お
み
く
じ
本
」

に
は
、
そ
れ
ら
を
占
つ
た
結
果
を
記
し
て
ゐ
る
。
か
と
云
つ
て
、
こ
の
両
者
が
直
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
思

考
は
繋
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。『
占
事
略
決
』
の
う
ち
、
短
文
の
も
の
を
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば（
訓
点
を
略
す
）、

　
　
　
　

占
産
期
法
第
廿
九
男
以
功
曹
有
下
為
胎
月
、
以
本
命
為
生
月

女
以
伝
送
下
為
胎
月
、
本
命
下
為
生
月

謂
以
月
将
加
時
視
勝
先
、
若
加
帰
人
年
命
即
日
産
、
随
勝
先
所
在
為
産
時
、
又
云
欲
知
生
時
視
魁
罡
所
加
為
生
月
、
生
月
所
加
辰
即

生
日
也

の
如
く
で
、
江
戸
時
代
の
「
お
み
く
じ
本
」
の
如
く
分
り
易
い
も
の
で
は
な
い
。

「
お
み
く
じ
」
の
語
の
初
見

　

今
日
で
は
、「
お
み
く
じ
」
と
云
ふ
言
ひ
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
室
町
中
期
の
応
永
十
六
年
銘
の
天
台
寺
の
「
お
み
く
じ
函
」
に
は
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「
天
竺
霊
感
観
音
籤
」
と
あ
り
、
江
戸
期
の
版
本
も
初

期
の
も
の
に
は
「
観
音
籤
」・「
観
音
百
籤
」・「
元
三
大

師
百
籤
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
籤
」
の
訓
み
は

「
せ
ん
」
で
音
読
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
、「
元
三
大
師
御
籤
」・「
元
三
大
師
御
鬮
」

の
如
く
「
御
籤
」・「
御
鬮
」
と
変
化
す
る
。
こ
れ
は

「
み
く
じ
」
で
、「
く
じ
」
に
「
み
」
を
つ
け
た
丁
寧
な

言
ひ
方
で
あ
つ
て
、
本
来
の
和
語
は
「
く
じ
」
で
あ
る
。

こ
の
「
く
じ
」
は
鎌
倉
前
期
の
藤
原
定
家
の
日
記
『
明

　図 5 　「おみくじ」の語の見える『通
気智之銭光記』（「山東京伝全集」
第四巻による）の部分。
　尚、この図は「おみくじ函」を振
つてゐる図である。

月
記
』
の
貞
永
二
年
四
月
五
日
條
に
、「
於
社
頭
、
取
孔
子
0

0

賦
五
度
」、
同
八
日
條
に
、「
於
春
日
、
令
取
孔
子
0

0

賦
給
」（
傍
点
筆
者
）
と
見
え

る
の
が
古
い
例
で
あ
る
と
云
ふ（

（（
（

。
こ
の
「
孔
子
」
は
「
く
じ
」
の
宛
字
で
、「
孔
子
」
を
「
く
じ
」
と
訓
む
の
は
呉
音
で
あ
る
。

　
「
み
く
じ
」
に
更
に
「
お
」
が
つ
い
て
、
今
日
の
一
般
の
や
う
に
「
お
み
く
じ
」
と
な
る
の
は
、
い
つ
の
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
こ

と
に
就
い
て
は
、
山
東
京
伝
の
黃
表
紙
本
『
通つ

気き

智ち

之の

銭せ
ん

光く
わ
う

記き

』（
享
和
二
年
春
刊
）に
、

△
大
し
さ
ん
の
お
ミ
く
じ
を
日
に
ハ
い
く
た
び
う
ら
や
さ
ん
と
か
た
れ
ど
、
お
ミ
く
じ
ハ
ま
よ
ひ
を
さ
だ
む
る
も
の
な
れ
ハ
、
そ
の

や
う
に
い
く
た
び
も
と
り
な
ほ
し
て
ハ
や
く
に
た
ゝ
ず
。
こ
れ
を

〽
ミ
く
じ
五
十
の
五
と
い
ふ
。

と
見
え
る（

（（
（

も
の
で
、「
お
み
く
じ
」
の
語
が
確
認
さ
れ
る
の
は
江
戸
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
初
め
に
、「
大
し
さ
ん
」
と
あ
る
の
は

「
元
三
大
師（
さ
ん
）」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

尚
、
右
の
小
咄
を
「
み
く
じ
五
十
の
五
」
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
浅
学
に
し
て
、
こ
の
意
味
が
分
ら
な
い
。
諸
賢
の
御
教
示
を
乞
ふ
も
の
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で
あ
る
。

大
慈
山
小
松
寺
の
正
本

　
「
お
み
く
じ
本
」
の
う
ち
、
書
名
が
「
元
三
大
師
」
系
で
最
も
古
い
「
お
み
く
じ
本
」
で
あ
る
『
元
三
大
師
鬮
之
記
』（
貞
享
元
年
刊
）
の

奥
に
、右

、
此
百
籤
者
、
以
濃
州
大
慈
山
小
松
寺
之
正
本
、
校
正
焉

と
あ
り
、「
観
音
籤
」
系
の
『
観
音
百
籤
占
決
諺
解
』（
貞
享
四
年
序
・
刊
）
に
も
、「
本
朝
に
伝
来
し
て
所
々
に
之
れ
有
り
と
雖
も
世
間
に
流

布
す
る
こ
と
は
濃
州
大
慈
山
小
松
寺
の
正
本
を
以
て
規
矩
と
な
す
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
小
松
寺
は
、
現
岐
阜
県
関
市
に
所
在
す
る
が
、
同

寺
は
江
戸
前
期
、
潮
音
道
海
を
中
興
開
山
と
し
て
天
台
宗
か
ら
黃
檗
宗
に
転
じ
た
と
云
ふ
。
潮
音
は
延
宝
七
年
に
『
旧
事
大
成
経
』
を
出

版
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
小
松
寺
に
「
観
音
籤
」
の
正
本
が
あ
る
、
と
云
ふ
こ
と
に
就
い
て
、
博
捜
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
江

戸
期
の
地
誌
や
市
史
な
ど
に
、
こ
の
こ
と
に
は
何
も
觸
れ
て
ゐ
な
い
。

　

或
い
は
潮
音
が
「
正
本
」
を
齎
し
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
前
稿（

（（
（

に
述
べ
た
が
、
浅
田
澱
橋
氏
の
「
観
音
百
籤
考（
（（
（

」
に
、『
和
漢
三
才
図

会
』（
正
徳
三
年
自
序
）
に
、
こ
の
こ
と
が
見
え
る
こ
と
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
同
書
巻
七
十
の
美
濃
国
、
小
松
寺
の
條
に
、「
有
観
音

籤
」
と
し
て
、

（『
仏
祖
統
記
』
の
引
用
、
省
略
）　

而
テ
本
朝
ニ
伝
来
シ
テ
以
二
当
寺
一ヲ
為
二
権
輿
一ト　
（
後
略
）

と
あ
る
。
こ
の
記
事
が
、
右
の
「
お
み
く
じ
本
」
の
記
載
に
基
い
て
ゐ
る
だ
け
な
ら
ば
大
し
た
意
味
は
な
い
が
、
右
、「
お
み
く
じ
本
」

の
記
載
は
、「
小
松
寺
の
正
本
を
以
て
校
正
す
」「
小
松
寺
の
正
本
を
以
て
規
矩
と
な
す
」
で
あ
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、「
本
朝
に

伝
来
し
て
当
寺（
小
松
寺
）を
以
て
権
輿
と
な
す
」
と
あ
つ
て
、「
小
松
寺
に
正
本
が
あ
る
」
と
、「
観
音
籤
は
小
松
寺
が
権
輿（
は
じ
ま
り
）と



「おみくじ」の起源と諸相　追考（太田）71

す
」
と
で
は
、
云
は
ん
と
す
る
こ
と
が
違
ふ
。

　

そ
し
て
、『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
』
に
も
、「
現
在
の
岐
阜
県
関
市
の
小
松
寺
で
、
そ
の
「
正
本
」
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」（
二
八
頁
）
と
記
す
如
く
で
あ
る
が
、
現
在
、
確
認
出
来
な
く
て
も
、
過
去
の
何
か
、
手
が
か
り
が
な
い
も
の
か
、
諸
賢
の
御
教
示
を

乞
ふ
次
第
で
あ
る
。

「
周
易

対
照
観
音
籤
新
釈
」

　

こ
の
本（
（（
（

は
、
我
国
に
於
け
る
「
観
音
籤
」
に
つ
い
て
の
最
初
の
研
究
書
と
思
は
れ
る
が
、
門
外
漢
に
は
中
々
理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ

る
。
例
へ
ば
書
名
の
角
書
に
「
周
易
対
照
」
と
あ
る
が
、「
観
音
籤
」
の
籤
詩
が
『
周
易
』
中
の
文
と
同
文
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
例
へ
ば
第
一
番
の
籤
詩
を
説
明
し
た
あ
と
に
、
突
然
、「
こ
れ
は
易
の
☰
☰
乾
為
天
の
卦
に
当
る
」
と
あ
る
。

　

こ
の
や
う
に
籤
詩
を
「
易
」
の
六
十
四
卦
と
照
し
合
は
せ
て
、
そ
の
間
に
ピ
タ
リ
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
（
総
説

五
頁
）
と
云
ひ
、
そ
れ
に
よ
り
「
観
音
籤
」
百
番
を
、「
易
」
の
六
十
四
卦
の
ど
れ
に
該
当
す
る
か
の
索
引
を
附
し
て
ゐ
る
（
総
説
一
九
頁
）。

例
へ
ば
、

第
一
と
四
は
卦
名
「
乾
為
天
」、
第
二
と
二
十
三
は
卦
名
「
水
雷
屯
」、
第
三
と
三
十
は
卦
名
「
雷
山
小
過
」　
（
以
下
略
）

の
如
く
で
あ
る
。

　

以
下
、
一
番
ご
と
に
籤
詩
の
解
釈
、
該
当
す
る
「
易
」
の
卦
の
説
明
、
そ
し
て
運
勢
を
記
し
て
ゐ
る
。
尚
、『
易
術
和
歌
占
』（
日
原
政
恒

著
、
天
明
六
年
刊
）に
載
る
和
歌
を
、
そ
の
番
の
所
に
附
記
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
一
番
は
、

ア
サ
夕ユ

ウ

ニ
心
ツ
ケ
ナ
ン
大
ソ
ラ
ヲ
ユ
キ
メ
ク
ル
日
ヲ
ア
フ
キ
ミ
ル
ニ
モ

の
如
き
も
の
で
あ
る（
和
歌
の
表
記
は
『
観
音
籤
新
釈
』
の
引
用
で
は
な
く
、『
易
術
和
歌
占
』
に
よ
つ
た
）。
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こ
の
『
易
術
和
歌
占
』
も
、「
お
み
く
じ
本
」
で
は
な
く
、
易
断
本
で
あ
る
。
易
断
か
ら
、
ど
う
し
て
、
右
の
や
う
な
和
歌
が
導
き
出

せ
る
の
か
は
、
門
外
漢
に
は
中
々
理
解
出
来
な
い
。

東
ア
ジ
ア
の
現
状

　
「
お
み
く
じ
」
は
、
大
陸
発
祥
と
し
て
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
香
港
・
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ウ
ル
の
寺
廟
で
も
、
我
国
の
や
う
な

「
お
み
く
じ
札
」（
霊
籤
）が
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、『
中
国
の
霊
籤
・
薬
籤
』（
平
成
四
年
、
風
響
社
刊
）に
、
霊
籤
・
薬
籤（
お

み
く
じ
札
）の
実
物
が
多
数
、
影
印
で
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
多
く
は
五
言
四
句
で
は
な
く
、
七
言
四
句
で
多
種
あ
る
。

　

一
方
、
朝
鮮
に
は
、
日
本
時
代
の
神
社
に
は
あ
つ
た（

（（
（

が
、
現
在
の
韓
国
に
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
例
へ
ば
日
韓
辞
典
の
「
お
み
く
じ
」

の
項
を
引
い
て
み
る
と
、「
お
み
く
じ
」
に
対
応
す
る
単
語
は
な
く
、「
神
社
や
寺
で
参
拝
人
が
引
く
吉
凶
を
占
ふ
く
じ
」（
拙
訳
）
の
如
く

文
章
で
の
説
明
が
あ
つ
て（
朴
成
媛
編
著
『
完
璧
日
韓
辞
典
』）、
専
ら
日
本
に
於
け
る
「
お
み
く
じ
」
の
説
明
の
み
で
あ
る
。

　

只
、
李
朝
時
代
を
扱
つ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
偶
見
し
た
も
の
で
、
太
い
竹
を
輪
切
に
し
た
竹
筒
に
何
十
本
の
竹
串
が
入
つ
て
を
り
、

「
お
み
く
じ
」
を
引
く
如
く
に
一
本
を
引
く
場
面
が
あ
つ
た
。
見
た
目
は
「
お
み
く
じ
筒
」
と
同
じ
で
あ
る
。
但
、
こ
れ
の
上
部
は
開
放
、

箸
立
の
如
き
形
状
な
が
ら
、
も
つ
と
太
い
も
の
で
、
我
国
の
「
お
み
く
じ
」
の
如
き
も
の
な
の
か
、
見
た
目
、
類
似
の
も
の
な
の
か
は
不

詳
。

附
、「
お
み
く
じ
本
」
の
所
収
一
覧

　

影
印
と
し
て
所
収
さ
れ
て
ゐ
る
「
お
み
く
じ
本
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
参
考
文
献
編
十
一（
昭
和
五
十
二
年
、
勉
誠
社
刊
）所
収

　
『
元
三
大
師
御　

籤
』　

貞
享
元
年
、
村
上
勘
兵
衛
刊
、
一
冊

　

こ
の
書
名
は
、
題
簽
・
内
題
で
は
な
く
、
刊
記
に
「
此
百
籤
」
と
見
え
、
柱
題
に
「
元
三
」
と
あ
る
の
で
つ
け
ら
れ
た
假
名
で
あ
ら
う

が
、
そ
の
内
容
は
『
元
三
大
師
鬮
之
記
』
と
同
じ
で
あ
る（

（（
（

。

　

但
、
こ
の
両
者
の
刊
記
は
、
年
月
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、『
元
三
大
師
鬮
之
記
』
の
刊
行
者
名
は
、

江
戸

神
田
乗
物
町

　
　
　

本
屋
伝
右
衛
門

洛
陽　
　
　

升
屋　

加
兵
衛
板

と
あ
る
。
従
つ
て
、
内
容
は
同
じ
で
も
刊
行
者
が
違
ふ
の
で
、
書
名
も
彼
此
、
別
の
可
能
性
は
あ
る
。

　
『
観
音
籤
占
決
諺
解
』　

貞
享
四
年
序
、
見
須
屋
又
右
衛
門
刊
、
二
冊（

（（
（

　
『
中
国
の
霊
籤
・
薬
籤
』（
平
成
四
年
、
風
響
社
刊
）所
収

　
『
呂
洞
賓
真
人
神
方
占
』（
神
方
占　

前
編
）　

安
永
八
年
刊
、
一
冊（
（（
（

　
『
元
三
大
師
百
籤
鈔
』
正
徳
三
年
刊
、
一
冊

を

は

り

に

　

以
上
、
前
稿（
（（
（

に
洩
れ
た
こ
と
を
書
き
連
ね
た
が
、

（
一
）「
観
音
籤
」
が
我
国
に
伝
は
つ
た
の
は
い
つ
か
。

（
二
）「
観
音
籤
」
の
五
言
四
句
の
籤
詩
に
和
解
や
運
勢
を
附
加
し
た
の
は
誰
で
、
そ
れ
は
い
つ
か
。

（
三
）「
観
音
籤
」
を
な
ぜ
「
元
三
大
師
籤
」
と
云
ふ
や
う
に
な
つ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
か
。



74明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 58号〕令和 3年 11月

な
ど
「
観
音
籤
」
に
つ
い
て
だ
け
で
も
、
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

註（
1
）　

1
「『
お
み
く
じ
』
の
源
流
に
就
い
て
―
『
歌
占
本
』
の
紹
介

―
」（『
書
籍
文
化
史
』
十
七
、
平
成
二
十
八
年
一
月
）。

　

2
「『
お
み
く
じ
』
の
起
源
と
諸
相
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
十
五
号
、
平
成
三
十
年
十
一
月
）、
本
稿
は
こ
れ
の
追
加
で

あ
る
。

　

3
「『
お
み
く
じ
本
』
の
内
容
―
『
観
音
籤
』（
元
三
大
師
籤
）と
『
歌
占
本
』
の
場
合

―
」（『
神
道
史
研
究
』
第
六
十
八
巻
第
一
号
、
令
和
二
年

五
月
）。

（
2
）　

大
野
出
著
、
平
成
二
十
一
年
、
思
文
閣
出
版
刊
。

（
3
）　

註（
1
）の
2
。

（
4
）　

註（
1
）の
2
。

（
5
）　

鄭
振
鐸
編
、
昭
和
六
十
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
刊
。

（
6
）　

但
、
卅
八
丁
目
、
七
十
五
・
七
十
六
番
の
一
丁
は
異
版
で
、
運
勢
が
上
欄
外
で
は
な
く
、
下
段
「
解
曰
」
の
あ
と
に
、「
摽
解
」
と
し
て
あ

る
が
、
見
出
は
「
天
竺
観
音
第
七
十
五
籤
」
と
、「
天
竺
観
音
○
○
籤
」
と
あ
る
。

尚
、「
摽
解
」
の
「
摽
」（
或
い
は
「
標
」）に
該
当
す
る
適
当
な
意
味
を
字
典
に
見
出
せ
な
い
。

（
7
）　

蚕
は
「
み
み
ず
」、
又
、「
か
い
こ
」
の
略
字
で
、
こ
こ
に
該
当
す
る
や
う
な
意
味
を
字
典
に
見
出
せ
な
い
。

（
8
）　

註（
1
）の
2
。

（
9
）　
『
集
古
』
丙
子
第
五
号（
昭
和
十
一
年
十
一
月
）所
収
。
思
文
閣
出
版
刊
の
復
刻
本（
昭
和
五
十
五
年
刊
）に
よ
る
。
図
2
の
上
部
が
缺
け
て
ゐ

る
の
は
、
復
刻
時
の
缺
け
か
も
知
れ
な
い
。

（
10
）　

註（
1
）の
2
の
五
一
頁
。

（
11
）　

註（
1
）の
2
。

（
12
）　

昭
和
八
年
、
東
京
仏
教
倶
楽
部
刊
。

（
13
）　

註（
1
）の
2
の
七
五
頁
以
下
参
照
。



「おみくじ」の起源と諸相　追考（太田）75

（
14
）　

註（
1
）の
2
の
八
六
頁
上
段
。

（
15
）　

註（
2
）の
一
六
頁
。

（
16
）　
『
仏
教
民
俗
大
系
』
八
、『
俗
信
と
仏
教
』
所
収
、
宇
津
純
氏
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
の
二
〇
八
頁
。

（
17
）　

註（
1
）の
3
の
九
六
頁
。

（
18
）　

註（
1
）の
3
の
九
七
頁
。

（
19
）　
「
み
く
じ
」
は
、「
お
み
く
じ
函
」
の
「
御み

串ぐ
し

」
か
、「
み
く
じ
」（
御
籤
）の
誤
り
か
不
詳
。

（
20
）　

註（
1
）の
3
の
九
九
頁
。

（
21
）　

註（
1
）の
3
の
一
〇
〇
頁
。

（
22
）　
『
占
事
略
決
』
の
原
文
は
村
山
修
一
著
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』（
平
成
三
年
、
塙
書
房
刊
）に
、
訳
文
は
志
村
有
弘
著
『
陰
陽
師
列
伝
』（
平
成

十
二
年
、
学
習
研
究
社
刊
）に
所
収
す
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
よ
つ
た
。

（
23
）　

註（
16
）の
二
〇
八
頁
。

（
24
）　

註（
2
）の
一
六
三
頁
。
但
、
こ
れ
に
『
山
東
京
伝
全
集
』
第
二
巻
と
あ
る
の
は
、
第
四
巻
の
誤
植
。

（
25
）　

註（
1
）の
2
の
七
〇
頁
、
及
び
註（
3
）。

（
26
）　

註（
9
）に
同
じ
。

（
27
）　

註（
1
）の
2
の
七
五
頁
以
下
。

（
28
）　

註（
12
）に
同
じ
。

（
29
）　

註（
12
）に
同
じ
。

（
30
）　

註（
1
）の
2
の
八
八
頁
。

（
31
）　

註（
1
）の
3
の
九
六
頁
に
図
版
と
解
説
が
あ
る
。

（
32
）　

註（
1
）の
3
の
九
七
頁
に
図
版
と
解
説
が
あ
る
。

（
33
）　

註（
1
）の
2
の
八
二
頁
に
図
版
と
解
説
が
あ
る
。

（
34
）　

註（
1
）の
2
。

（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
会
員
）


